
令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

11

法
人
が
、
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と

し
て
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
係
る
前
項
各
号

に
定
め
る
費
用
の
明
細
を
記
載
し
た
書
類
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

27

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、

こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
三
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
四
十
二
条
の
十
三
第
六
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る

金
額
が
零
を
超
え
る
場
合
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
三
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
十
二
条
の
十
三
第
六
項
に
規
定
す
る
政
令
」
を
「
第
四
十
二
条
の
十
三
第
六
項

各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
政
令
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
対
象
年
度（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
」

を
「
対
象
年
度
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
項
」
に
、「
特
定
対
象
年
度
」」を「
対
象
年
度
」」に
、「
当
該
特
定
対
象
年
度
」

を
「
当
該
対
象
年
度
」
に
、「
第
十
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
八
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
定
対
象

年
度
」
を
「
対
象
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
項
、第
五
項
第
二
号
及
び
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項

と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、同
条
第
十
二
項
中「
同

項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
及
び
ロ
に
掲
げ
る
金
額
」
を
「
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
及
び
同
号
イ

に
規
定
す
る
継
続
雇
用
者
比
較
給
与
等
支
給
額
」
に
、「
同
号
に
掲
げ
る
」
を
「
同
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
一
項
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
七
及
び
第
二
十
八
条
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
用
資
産
等
の
特
別
償
却
）

第
二
十
八
条
の
七

法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却

資
産
の
う
ち
同
項
に
規
定
す
る
環
境
負
荷
の
低
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
は
、
一
の
設
備
等
（
同
項
各
号
に
規
定

す
る
設
備
等
を
い
う
。）を
構
成
す
る
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
（
法
人
税
法
施
行
令
第
五
十
四

条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
取
得
価
額
を
い
う
。）の
合
計
額
が
百
万
円
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
の
う
ち
同

項
に
規
定
す
る
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
に
行
う
取
組
の
効
果
を
著
し
く
高
め
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大

臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

４

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
二
十
八
条
の
八

削
除

第
二
十
八
条
の
九
第
一
項
第
一
号
中
「
第
一
欄
に
掲
げ
る
地
区
」
を
「
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
内
」に
、「
第
二
欄
」

を
「
第
三
欄
」
に
、「
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
つ
き
同
条
第
四
項
」

を
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、「
あ
つ
た
」
を
削
り
、「
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
産
業
高
度
化
・
事
業

革
新
促
進
地
域
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
と
い
う
。）」
を
「
同
号
の
第
二

欄
に
掲
げ
る
区
域
」
に
、「
な
つ
た
地
区
」
を
「
な
つ
た
区
域
」
に
、「
つ
き
同
条
第
七
項
」
を
「
係
る
同
項
」
に
、「
令

和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
に
」
を
「
同

号
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
」
に
、「
つ
き
同
項
」
を
「
係
る
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
欄
に
掲
げ

る
地
区
」
を
「
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
内
」
に
、「
第
二
欄
」
を
「
第
三
欄
」
に
、「
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
に
つ
き
同
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
四
項
」に
改
め
、「
あ
つ
た
」を
削
り
、「
同

条
第
八
項
の
」
を
「
同
条
第
七
項
の
」
に
、「
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
と
い
う
。）」
を「
同
号
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
」に
、「
な

つ
た
地
区
」
を
「
な
つ
た
区
域
」
に
、「
つ
き
同
条
第
八
項
」
を
「
係
る
同
項
」
に
、「
準
用
す
る
同
条
第
五
項
」を「
準

用
す
る
同
条
第
四
項
」
に
、「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
国
際
物
流
拠
点
産

業
集
積
地
域
に
」
を
「
同
号
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
」
に
、「
つ
き
同
項
」
を
「
係
る
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
第
一
欄
」
を
「
第
二
欄
」
に
、「
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
区
」
を
「
区
域
内
」

に
、「
第
二
欄
」
を
「
第
三
欄
」に
、「
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
金
融
活
性
化
計
画
の
同
条
第
五
項
」

を
「
第
五
十
五
条
の
二
第
四
項
」
に
、「
新
た
に
当
該
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
」
を
「
新
た
に
同
号
の
第
二
欄
に

掲
げ
る
区
域
」
に
、「
な
つ
た
地
区
」
を
「
な
つ
た
区
域
」
に
、「
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五
条
の
二

第
七
項
」
に
、「
同
欄
」
を
「
同
号
の
第
三
欄
」
に
、「
そ
の
変
更
」
を
「
当
該
変
更
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条

第
八
項
」
に
、「
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和

七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「（
当
該
期
間
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。）」
を

加
え
、「
よ
り
当
該
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
」
を
「
よ
り
同
表
の
第
三
号
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
」
に
、「
当
該

期
間
の
」
を
「
指
定
期
間
の
」
に
改
め
、「
な
つ
た
日
ま
で
の
期
間
と
し
、」の
下
に
「
指
定
期
間
内
に
」
を
加
え
、「
同

法
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
指
定
期
間
内
に
同
条
第
十
項
」
に
、「
同
法
第
五
十
五
条
の
四
」
を
「
同
条
第
九

項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
の
第
二
欄
」
を
「
及
び
第
二
号

の
第
三
欄
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
及
び
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二

欄
」
を
「
第
三
欄
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
表
の
第
三
号
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
事
業

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
規
模
の
も
の

イ

一
の
生
産
等
設
備
で
、
こ
れ
を
構
成
す
る
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
五
百
万
円
を
超
え
る

も
の

ロ

機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
で
、
一
の
生
産
等
設
備
を
構
成
す
る
も
の
の
取
得
価
額
の
合
計
額

が
五
十
万
円
を
超
え
る
も
の

第
二
十
八
条
の
九
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
欄
」
を
「
第
三
欄
」
に
、「
次
項
第
一
号
」
を
「
次
項

第
一
号
イ
」
に
、「
計
量
証
明
業
」
を
「
同
条
第
九
号
に
掲
げ
る
ガ
ス
供
給
業
（
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ス
供
給
業
」
と

い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
の
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
法
人
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
減
価
償
却
資
産
と
す
る
。

一

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
事
業
者
に
該
当
す
る
法
人

当
該
法
人
の
沖
縄

振
興
特
別
措
置
法
第
三
十
五
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
に
記

載
さ
れ
た
減
価
償
却
資
産

二

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
表
の
第
二
号
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
事
業
者
に
該
当
す
る
法
人

当
該
法
人
の
沖
縄

振
興
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
認
定
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
に
記

載
さ
れ
た
減
価
償
却
資
産

三

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
表
の
第
三
号
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
事
業
者
に
該
当
す
る
法
人

当
該
法
人
の
沖
縄

振
興
特
別
措
置
法
第
五
十
五
条
の
四
第
八
項
に
規
定
す
る
認
定
経
済
金
融
活
性
化
措
置
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ

た
減
価
償
却
資
産

第
二
十
八
条
の
九
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
第
四
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
機
械
及
び
装
置
（
ガ

ス
供
給
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
九
号
に
規
定
す
る
液

化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
機
械
及
び
装
置
に
限
る
。）、
構
築
物
（
液
化
し
た
ガ
ス
を
貯
蔵

し
、
又
は
利
用
す
る
た
め
の
も
の
（
製
造
業
又
は
ガ
ス
供
給
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）で
財
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
限
る
。）並
び
に
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
器
具
及
び
備
品

イ

製
造
業
、
自
然
科
学
研
究
所
に
属
す
る
事
業
及
び
電
気
業

次
に
掲
げ
る
器
具
及
び
備
品

専
ら
開
発
研
究
（
新
た
な
製
品
の
製
造
若
し
く
は
新
た
な
技
術
の
発
明
又
は
現
に
企
業
化
さ
れ
て
い
る

技
術
の
著
し
い
改
善
を
目
的
と
し
て
特
別
に
行
わ
れ
る
試
験
研
究
を
い
う
。）の
用
に
供
さ
れ
る
器
具
及
び

備
品
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

電
子
計
算
機
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
器
具
及
び
備
品

ロ

道
路
貨
物
運
送
業
、
倉
庫
業
、
卸
売
業
及
び
デ
ザ
イ
ン
業

イ

に
掲
げ
る
器
具
及
び
備
品
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